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■ 嘔吐物処理において使用する次亜塩素酸ナトリウム液の濃度について 

 
山梨県が令和７年４月から配布している「ノロウイルスに注意！」リーフレットでは、

嘔吐物処理において使用する次亜塩素酸ナトリウム液の濃度を「0.5%」と記載しています。 

 

この濃さの消毒液について、「においが強い」「使いにくい」という声がありました。改

めて検討した結果、今回の県版リーフレットでは、先にペーパータオルなどでよごれを取

る手順となりますので、消毒液の濃度は「0.1％」で十分と考えられます。 

※嘔吐物処理において使用する次亜塩素酸ナトリウム液の濃度 

リーフレットの記載 （訂正後）0.1%  （訂正前）0.5% 

 

● 嘔吐物を片付ける前に次のことを確認します。 

・水でぬらしたペーパータオルや新聞紙である程度よごれを取れそうか 

・床などの表面がツルツルしているか 

● 上記に当てはまれば、次亜塩素酸ナトリウム液（消毒液）は、通常の

濃さ「0.1％」にして使います。 

● 上記に当てはまらない場合は、必要に応じて最大 0.5％まで濃くして

使います。 

 

（解説） 

○ 米国 CDCは嘔吐物の処理に、0.1～0.5％の消毒液をすすめています。 

○ ツルツルした面は 0.1％、木や布・じゅうたんなど吸いこむ面は 0.5％が必要とされて

います。よごれが多いときは 0.5％が向いています。 

○ 国の資料では消毒液の濃さがバラバラですが、状況に合わせて調整する必要があると

説明されています。 

○ 嘔吐物の処理で使う消毒液の濃度は 0.1%を標準としますが、よごれを取るのが大変な

ときや、じゅうたんを消毒するときなど、必要に応じて、0.5％まで濃くして使えます。  



 

 

 

 

 

 

 

消毒液をスプレーで吹きかけると、 

病原体が舞い上がり、 

感染の機会を増やしてしまうため、 

噴霧はしないようにしましょう。 
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塩素系消毒液は、原液でも 

少しずつ、効果が低下します。 

開封後３か月程度で使い切ると 

よいでしょう。 
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消毒液の濃度を使い分けましょう。 

 

■ 調理器具の消毒やドアノブなどのお掃除用 （0.02%） 

 

 

 

 

 

 

■ 嘔吐物・ふん便の片付け用 （通常 0.1%） 
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